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衆
議
院
議
員
山
井
和
則
君
提
出
業
務
に
営
業
活
動
が
含
ま
れ
る
労
働
者
に
対
す
る
裁
量
労
働
制
の
適
用
の
適
否
等
に
関

す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
か
ら
四
ま
で
及
び
十
三
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
先
の
答
弁
書
（
平
成
三
十
年
二
月
二
日
内
閣
衆
質
一
九
六
第
二
八
号
）
一
及
び
四
に
つ
い
て
並
び

に
二
、
三
、
五
、
六
及
び
八
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
三
十
八
条
の
四
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
み

な
し
労
働
時
間
制
度
（
以
下
「
企
画
業
務
型
裁
量
労
働
制
」
と
い
う
。
）
を
導
入
し
て
い
る
事
業
場
の
事
業
主
は
定
期
的
に

同
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
措
置
の
実
施
状
況
を
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
に
報
告
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的

に
は
、
労
働
者
の
労
働
時
間
の
状
況
並
び
に
当
該
労
働
者
の
健
康
及
び
福
祉
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
の
実
施
状
況
を
報
告

す
る
こ
と
と
さ
れ
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
が
届
出
時
に
お
い
て
記
入
内
容
を
確
認
し
て
お
り
、
労
働
基
準
監
督
署
の
監
督

指
導
に
お
い
て
企
画
業
務
型
裁
量
労
働
制
に
不
適
切
な
状
況
が
あ
れ
ば
、
指
導
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
労
働
基
準
法
第
三
十
八
条
の
四
第
四
項
に
係
る
罰
則
規
定
は
な
い
。

一



六
か
ら
八
ま
で
に
つ
い
て

労
働
基
準
法
第
三
十
八
条
の
三
及
び
第
三
十
八
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
み
な
し
労
働
時
間
制
度
（
以
下
「
裁
量
労
働
制
」

と
い
う
。
）
に
お
け
る
対
象
業
務
に
つ
い
て
は
、
そ
の
要
件
を
同
法
第
三
十
八
条
の
三
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
十
八
条
の

四
第
一
項
第
一
号
に
お
い
て
、
労
働
者
の
労
働
時
間
の
状
況
に
応
じ
た
当
該
労
働
者
の
健
康
及
び
福
祉
を
確
保
す
る
た
め
の

措
置
を
使
用
者
が
講
ず
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
三
十
八
条
の
三
第
一
項
第
四
号
及
び
第
三
十
八
条
の
四
第
一
項
第
四

号
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
規
定
し
て
い
る
。
労
働
基
準
監
督
署
に
お
い
て
こ
れ
ら
に
つ
い
て
監
督
指
導
を
行
う
際
に
、
ど
の

よ
う
な
手
法
等
で
確
認
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
公
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
監
督
指
導
等
の
事
務
の
性
質
上
当
該
事
務

の
適
正
な
遂
行
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
は
差
し
控
え
る
。

ま
た
、
お
尋
ね
の
件
数
に
つ
い
て
は
、
そ
の
観
点
か
ら
統
計
を
と
っ
て
お
ら
ず
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、

現
在
、
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
裁
量
労
働
制
に
係
る
監
督
指
導
を
実
施
し
た
件
数
や
送
検
し
た
件
数
の
集
計
方
法
等
に
つ
い

て
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
、
裁
量
労
働
制
に
つ
い
て
、
労
働
基
準
法
第
三
十
八
条
の
三
及
び
第
三
十
八
条
の
四
に
規
定
す
る
要
件
を
満
た
さ
ず
、

同
法
第
四
章
の
労
働
時
間
に
関
す
る
規
定
の
適
用
に
当
た
っ
て
の
労
働
時
間
の
み
な
し
の
効
果
が
生
じ
な
い
こ
と
に
よ
り
、

二



同
法
第
三
十
二
条
又
は
第
三
十
七
条
第
一
項
の
違
反
と
な
る
場
合
に
は
、
同
法
第
百
十
九
条
に
よ
り
、
六
か
月
以
下
の
懲
役

又
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
の
対
象
と
な
る
。

九
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
お
尋
ね
の
点
に
つ
い
て
は
、
把
握
し
て
い
な
い
。

十
及
び
十
一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
自
主
点
検
」
に
つ
い
て
は
、
裁
量
労
働
制
を
導
入
し
て
い
る
事
業
場
の
事
業
主
に
対
し
、
平
成
三
十
年
二
月

中
に
報
告
を
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現
在
、
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
、
当
該
報
告
の
結
果
を
取
り
ま
と
め

る
時
期
や
方
法
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

な
お
、
労
働
者
に
対
し
、
同
様
な
自
主
点
検
を
実
施
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

十
二
に
つ
い
て

平
成
二
十
五
年
度
労
働
時
間
等
総
合
実
態
調
査
結
果
（
以
下
「
平
成
二
十
五
年
度
調
査
結
果
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、

調
査
対
象
事
業
場
に
お
け
る
、
一
般
労
働
者
（
労
働
基
準
法
第
三
十
二
条
の
四
に
規
定
す
る
一
年
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制

の
対
象
労
働
者
及
び
労
働
基
準
法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
協
定
で
定
め
る
労
働
時
間
の
延
長
の
限
度
等
に
関
す
る
基
準
（
平

三



成
十
年
労
働
省
告
示
第
百
五
十
四
号
）
第
五
条
に
規
定
す
る
事
業
等
に
従
事
す
る
労
働
者
以
外
の
労
働
者
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
、
同
法
第
三
十
八
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
み
な
し
労
働
時
間
制
度
（
以
下
「
専
門
業
務
型
裁
量
労
働
制
」
と
い
う
。
）

の
対
象
労
働
者
及
び
企
画
業
務
型
裁
量
労
働
制
の
対
象
労
働
者
の
実
労
働
時
間
の
平
均
に
つ
い
て
調
査
し
て
い
な
い
。
な
お
、

平
成
二
十
五
年
に
独
立
行
政
法
人
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
が
行
っ
た
裁
量
労
働
制
等
の
労
働
時
間
制
度
に
関
す
る
調
査

結
果
（
労
働
者
調
査
結
果
）
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
省
が
無
作
為
に
抽
出
し
た
事
業
場
で
働
く
労
働
者
の
一
か
月
の
実
労
働

時
間
の
平
均
に
つ
い
て
は
、
通
常
の
労
働
時
間
制
（
同
法
第
三
十
二
条
に
規
定
す
る
労
働
時
間
制
度
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

で
は
百
八
十
六
・
七
時
間
、
専
門
業
務
型
裁
量
労
働
制
で
は
二
百
三
・
八
時
間
、
企
画
業
務
型
裁
量
労
働
制
で
は
百
九
十
四

・
四
時
間
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
民
間
の
調
査
会
社
の
事
業
所
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
登
録
さ
れ
て
い
る
事
業
場
に
つ
い
て
無

作
為
抽
出
し
た
事
業
場
で
働
く
労
働
者
の
一
か
月
の
実
労
働
時
間
の
平
均
に
つ
い
て
は
、
通
常
の
労
働
時
間
制
で
は
百
八
十

五
・
〇
時
間
、
専
門
業
務
型
裁
量
労
働
制
で
は
二
百
六
・
五
時
間
、
企
画
業
務
型
裁
量
労
働
制
で
は
百
九
十
七
・
二
時
間
と

な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
二
十
五
年
度
調
査
結
果
に
お
い
て
、
一
般
労
働
者
の
う
ち
「
最
長
の
者
」
に
つ
い
て
実
労
働
時
間
が
十
二
時

間
超
の
事
業
場
の
割
合
は
二
十
九
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
一
般
労
働
者
の
う
ち
「
平
均
的
な
者
」
に
つ
い
て
実
労
働
時
間
が
十

四



二
時
間
超
の
事
業
場
の
割
合
は
七
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
専
門
業
務
型
裁
量
労
働
制
の
対
象
労
働
者
の
う
ち
「
最
長
の
者
」
に

つ
い
て
実
労
働
時
間
が
十
二
時
間
超
の
事
業
場
の
割
合
は
五
十
三
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
専
門
業
務
型
裁
量
労
働
制
の
対
象
労

働
者
の
う
ち
「
平
均
的
な
者
」
に
つ
い
て
実
労
働
時
間
が
十
二
時
間
超
の
事
業
場
の
割
合
は
十
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
企
画
業

務
型
裁
量
労
働
制
の
対
象
労
働
者
の
う
ち
「
最
長
の
者
」
に
つ
い
て
実
労
働
時
間
が
十
二
時
間
超
の
事
業
場
の
割
合
は
四
十

五
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
企
画
業
務
型
裁
量
労
働
制
の
対
象
労
働
者
の
う
ち
「
平
均
的
な
者
」
に
つ
い
て
実
労
働
時
間
が
十
二

時
間
超
の
事
業
場
の
割
合
は
八
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
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